
殺虫剤

アカヒゲホソミドリカスミカメ

アカスジカスミカメ
オオトゲシラホシカメムシ

トゲシラホシカメムシ

ホソハリカメムシ

クモヘリカメムシ

コバネヒョウタンナガカメムシ

ミナミアオカメムシ

セジロウンカ

トビイロウンカ

ヒメトビウンカ
ツマグロヨコバイ
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計量
カップ付
（33㎖）

農林水産省登録
第21258号

333㎖入

6.7ℓ入もあります。

ダントツは住友化学（株）の登録商標



①優れた斑点米抑制効果
②優れた速効性と残効性
③周辺作物に対する影響が少ない

稲のカメムシ類・
ウンカ類防除に！

●有効成分：クロチアニジン･･･20.0％

●本剤は長期間貯蔵しておくと分離するの
で、使用の際は容器をよく振って均一な
状態に戻してから所定量を取り出してく
ださい。
●稲に１２５０倍希釈で使用する場合は、所
定量を均一に散布できる乗用型の速度連
動式地上液剤少量散布装置を使用してく
ださい。
●塗沫処理で使用する場合には、薬剤処理
後のもみに過酸化カルシウム剤を湿粉衣
してください。過酸化カルシウム剤の使用
上の注意事項を守ってください。

●蚕に対して影響があるので、周辺の桑葉に
はかからないようにしてください。
●ミツバチに対して影響があるので、ミツバ
チの巣箱及びその周辺に飛散するおそれ
がある場合には使用しないでください。関
係機関（都道府県の農薬指導部局や地域
の農業団体等）に対して、周辺で養蜂が行
われているかを確認し、養蜂が行われてい
る場合は、関係機関へ農薬使用に係る情
報を提供し、ミツバチの危害防止に努めて
ください。
●マルハナバチに影響を及ぼすおそれがあ
るので注意してください。
●空中散布及び無人航空機散布による散布
に使用する場合は次の注意を守ってくだ
さい。
①各散布機種の散布基準に従って実施して
ください。
②少量散布の場合は、微量散布装置以外の
散布器具は使用しないでください。

③無人航空機による散布にあたっては散布
機種に適合した散布装置を使用してくだ
さい。
④散布中、薬液の漏れないように機体の散
布用配管その他散布装置に十分な点検を
行ってください。

⑤散布薬液の飛散によって自動車やカラー
トタンの塗装等に影響を与えないよう、散
布地域の選定に注意し、散布区域内の諸
物件に十分留意してください。

⑥水源池、飲料用水等に本剤が飛散流入し
ないように十分注意してください。
⑦作業終了後は次の項目を守ってください。
　○使用後の空の容器は放置せず安全な場
所に廃棄してください。

　○機体散布装置は十分洗浄し薬液タンク
の洗浄廃液は安全な場所に処理してく
ださい。

●本剤の使用に当っては、使用量、使用時期、
使用方法を誤らないように注意し、特に初
めて使用する場合は、病害虫防除所等関
係機関の指導を受けることが望ましい。

●使用残りの薬液が生じないように調製を
行い、使いきってください。散布器具及び
容器の洗浄水は、河川等に流さないでく
ださい。また、空容器等は水産動植物に
影響を与えないよう適切に処理してくだ
さい。注2）混用順序は、水→カスラブサイドゾル→攪拌→ダントツフロアブルが望ましい。注1）薬液調整後は放置せずに速やかに散布してください。

防除効果（無人ヘリコプター散布）

●栽培品種：コシヒカリ（移植：5月4日）
●発生状況：少発生
●害 虫 種：ホソハリカメムシ、クモヘリカメムシ、
　　　　　  トゲシラホシカメムシ
●散布方法：8月7日、ダントツフロアブル
　　　　　  24倍　8ℓ/ｈａ
●使用機種：ヤマハＲｰＭＡＸ
●調査方法：9月7日に各区50株を刈り取り､精玄米

20，000粒当たりの斑点米数を調査

■カメムシ類に対する防除効果　2002年　兵庫県植物防疫協会
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ダントツフロアブル
処理区

A剤
処理区

無処理区

アチーブMC注1）
アプロードゾル
アミスターエイト
カスミン液剤
カスラブサイドゾル注2）
スミチオン乳剤

トップジンMゾル
ノンブラスフロアブル
バシタックゾル
バリダシンエアー
ビームエイトゾル
ビームゾル

ビームバリダゾル
ブラシンゾル
ブラシンバリダゾル
モンカットフロアブル
モンカットラブサイド20フロアブル
モンセレンフロアブル

ラブサイドフロアブル
ラブサイドモンセレンフロアブル
ロムダンエアー

特 

長

■適用害虫と使用方法
作物名 適用害虫名 希釈倍数 10a当たり

散布液量
使用
時期

本剤の
使用回数 使用方法 クロチアニジンを含む

農薬の総使用回数

ウンカ類
カメムシ類

ツマグロヨコバイ
ウンカ類、カメムシ類
ツマグロヨコバイ
イナゴ類
イネドロオイムシ
ウンカ類、カメムシ類

イネミズゾウムシ
キリウジガガンボ

アブラムシ類
カメムシ類
フタスジヒメハムシ
マメシンクイガ
ダイズクキタマバエ
アブラムシ類
カメムシ類

アブラムシ類

サトウキビチビアザミウマ
カンシャコバネナガカメムシ
イナゴ類
カンシャワタアブラムシ
メイチュウ類
カンシャコバネナガカメムシ
メイチュウ類

24倍

90倍

5000倍

1250倍

原液

2500～
5000倍

2500倍

24倍

5000倍

2500～
5000倍

2500倍
24倍

800㎖

3ℓ

60～
150ℓ

25ℓ

種もみ
3kɡ当り
75㎖

100～
300ℓ

800㎖

100～
300ℓ

2.4 ℓ

収穫
7日前
まで

は種前

収穫
7日前
まで

収穫
30日前
まで

3回以内

1回

3回以内

無人航空機
による散布

空中散布

散布

散布＊

塗沫処理

散布

無人航空機
による散布

散布

無人航空機
による散布

4回以内
直播でのは種時

または
移植時までの処理は1回以内、
本田での散布・空中散布・
無人航空機散布は
合計3回以内

4回以内
は種時までの処理は1回以内、
本田での散布・空中散布・
無人航空機散布は
合計3回以内

 

4回以内
は種時の土壌混和は1回以内、

散布は3回以内

4回以内
植付時の土壌混和は1回以内、

植付後は3回以内

7回以内
植付時までの処理は1回以内、
植付後の粒剤の処理は3回以内、
水和剤の処理は3回以内
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＊所定量を均一に散布できる乗用型の速度連動式地上液剤少量散布装置を使用する。

稲

湛水直播
水稲

だい　

ばれいしょ

さとうきび

使用上の注意事項（抜粋）

●使用前にはラベルをよく読んでください。 ●ラベルの記載以外には使用しないでください。 ●小児の手の届く所には置かないでください。 ●空袋・空容器は圃場等に放置せず適切に処理してください。

2021年８月現在の登録内容（青字は2021年6月9日適用拡大）

●混用して問題のなかった事例がある薬剤（無人ヘリコプター散布）
　 下記薬剤と混用しても、物理性上問題がありませんでした。
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